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阪
神
大
震
災
（
9
5
年
）
の
被
災
地
か
ら
集
ま
っ
た
義
援
金
な
ど
を
基
に
、
ネ
パ
ー
ル

南
西
部
の
ブ
ト
ワ
ル
市
に
開
設
さ
れ
た
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
ネ
パ
ー
ル
子
ど
も
病

院
」
が
今
秋
、
設
立
1
0
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
、
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　
病
院
は
、
震
災
で
ネ
パ
ー
ル

を
合
む
途
上
国
か
ら
物
心
両
面

の
支
援
を
受
け
た
お
返
し
に
、

兵
庫
県
支
部
」
が
絵
本
「
あ
り
が
と
ぅ
ね
」
を
近
く
出
版
す
る
。
作
者
で
兵
庫
県
淡
路
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

市
の
内
科
医
、
鈴
記
好
博
さ
ん
（
4
3
）
は
（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
と
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
の
呵
で
病
協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）
と

院
が
作
ら
れ
、
多
く
の
母
子
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
世
界
中
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
語
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
藤
原
崇
志
】

兵
庫
県
支
部
の
鈴
記
医
師
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　「ＡＭＤＡネパール子ども病院」の絵本を

描いた鈴記好博医師　　＝兵庫県淡路市で

毎
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
社
会
事

業
団
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り

組
み
、
被
災
地
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
な
ど
で
建
設
さ
れ
、
9
8

年
Ｈ
月
に
開
設
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ

パ
ー
ル
支
部
が
運
営
し
て
い

る
。

　
ネ
パ
ー
ル
は
衛
生
環
境
の
劣

悪
さ
な
ど
か
ら
、
妊
婦
死
亡
率

が
日
本
の
6
0
倍
、
乳
幼
児
死
亡

物
と
さ
れ
る
牛
と
、
子
ど
も
が

主
人
公
。
病
院
設
立
の
経
緯
や
、

病
院
で
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が

誕
生
す
る
場
面
な
ど
を
、
ユ
ー
ー
ー

モ
ア
を
交
え
て
紹
介
し
て
い

る
。
絵
本
作
家
で
も
あ
る
鈴
記

医
師
は
「
両
国
の
互
い
の
支
援

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
し

た
か
っ
た
」
と
、
本
の
タ
イ
ト

ル
を
決
め
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
兵
庫

県
支
部
長
の
江
□
貴
僧
医
師

（
4
3
）
は
「
絵
本
を
通
じ
て
、
ネ

パ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
へ
さ
ら

な
る
理
解
を
」
と
呼
び
か
け
て

い
る
。

　
Ａ
５
判
3
6
門
。
日
本
語
版
２

０
０
０
部
と
ネ
パ
ー
ル
語
・
英

語
の
併
記
版
１
０
０
０
部
を
発

行
。
１
部
５
０
０
円
。
売
り
上

げ
は
来
年
１
月
に
増
設
予
定
の

周
囲
期
病
棟
の
建
設
資
金
に
充

て
る
。
希
望
者
は
同
支
部
（
０

７
８
・
９
１
１
・
７
８
５
１
）

へ
。
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